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1 背景
無線アクセスポイント (AP)の設置台数が増加して
おり，APによる総消費電力量の増加が懸念されてい
る．そこで予約型スリープ制御と省電力 TCPを連携
させたAPの省電力化手法が提案されている．本研究
では複数端末接続時の省電力性能向上のための省電力
TCPにおけるセグメント移行制御の改善案を提案する．
2 APの省電力化と省電力TCP[1]

APの省電力化手法である予約型スリープ制御では
接続端末 (STA)に対して SLEEP期間を事前に通知す
るため，APは周期的なビーコン送信後のAWAKE期
間に SLEEP状態へ遷移するか判断を行う．そのため，
省電力性能を向上させるには AWAKE期間にセグメ
ントの発生を避ける必要がある．そこで，STAの省電
力TCPにおけるセグメント移行制御により，AWAKE

期間にデータ/ACKセグメントの発生を避けるように
転送移行を行う．
3 提案手法
既存のセグメント移行制御では直前のACK送信に
伴いセグメント転送に関する移行時間 Tdを式 (1)で決
定する．しかし，接続 STA数が増加すると移行の同
期による省電力性能の劣化が予想されるため，各 STA

が移行時に乱数 x(=[0,1])を取得し，式 (1)，(2)に従っ
て分散する移行制御を提案する．

Td =

{
tbecon + Tsleep− tack (0 ≤ x ≤ p)

tbecon + Tinterval + Tsleep− tack (p < x ≤ 1)

(1)

(2)

tack：ack 受信時刻，　 tbecon：次の Beacon 受信予定時刻
Tsleep：設定 SLEEP 時間 ，　 Tinterval：Beacon 間隔

4 シミュレーション
図 1のように N台の STAから APと 2台のルータ
を介してファイルアップロードを行う．以下に評価指
標と主なシミュレーションパラメータを示す．
・評価指標

省電力性能 :スリープ率 [%] =
平均スリープ時間

Beacon間隔 × 100

転送性能：ファイル転送時間 [sec]

・パラメータ
STA：ペア数 N=1～10[組]，ファイルサイズ=100[KB]

AP：Beaconフレーム間隔=102.4[ms]，
AWAKE期間=178[µ s]， SLEEP期間=30[ms]

図 1: シミュレーショントポロジ
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図 2: 省電力性能
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図 3: 転送性能

5 シミュレーション結果
接続 STA数 Nに対する APのスリープ率とファイ

ル転送時間を図 2，3に各々示す．なお，提案手法 (図
中”proposal”)における閾値 pはN ≤ 5で既存手法 (図
中”original”)と同様の p=1，N ≥ 6で p=0.5とする．
図 2よりペア数が 6台以上の場合に，既存手法に比べ
提案手法ではスリープ率が増加することがわかる．し
かし，図 3よりファイル転送時間が若干増加がするた
め，そのことを考慮した省電力 TCPによるウインド
ウサイズの調整が必要となる．

6 まとめ
本研究では，予約型スリープ制御と省電力 TCPの

連携によるAPの省電力化手法において今回提案した
セグメント移行制御により，複数 STA接続時におい
ても省電力性能を維持できることを示した．今後は接
続端末数Nに対する提案手法における分散閾値 pの影
響を調査する必要がある．
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